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人工流星としてのスターダスト地球帰還カプセル発光の分光観測

Spectroscopy of Stardust reentry capsule emission as an artificial meteor
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２００６年１月１５日に米国ユタ砂漠に帰還した，彗星探査ミッション「スターダスト」地球帰還カプセルの大気突
入発光を観測航空機から捉えた。スターダスト地球帰還カプセルは，秒速１２.９ｋｍの人類史上最速の人工物体として
地球大気に突入した。

我々は，NASA－ DC8観測航空機に搭乗し，近紫外-可視の分光観測と可視-近赤外の撮像観測を行うことに成功した。
本講演では，同定された原子・分子とその励起状態などについて詳しく発表する。

今回の実験観測により，再突入カプセルの熱防御材の機能の理解のみならず，流星発光の素過程や，原子地球におけ
る彗星からの生命起源物質（有機物や水など）の地球到達過程について知る手掛かりになることが期待される。


